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1. イ ン ド古 典舞 踊の 成立

イン ド古典 舞 踊 の起源 は 明 らか に されて は いな い

が, 一 説 には イ ンダス文 明 に さか のぼ る と考 え られ

て いる。 今 日残 され て い る もの の 中か らイ ン ド古典

舞 踊 の起源 を語 る と思 われ る もの をみ ると, まずB. C. 

2000年 期 の イ ンダ ス川流 域 でつ くられ た とされ る踊

り子 のブ ロ ンズ像(1>があげ られ る。 この発 見に よって

アー リア人 の イン ド侵 入(B. C. 1500年 ～1300年)以

前 か ら先住 民族 は踊 る とい う文化 を もって いた とみ

な され よう。 また, 聖 人Bharataに よって書 か れ た

とい われ る世 界 最 古 の 演 劇 ・舞 踊 ・音 楽 の 理 論 書
『Natya Shastra』(A. D. 1～5世 紀 に成 立)は イ ン

ド古典舞 踊 の知識 と技法 を集 成 して お り, 現 在 の イ

ン ド舞 踊の 根源 となっ た といわ れて い る。

他方, イン ド古典 舞 踊 発展 の過 程 には, 宗教(土

着 の信仰 お よび外 来の 宗教)と の密 接 な関 係 をみ の

がす こ とは で きな い。 宗 教 史 の 中で も 『ヒ ン ドゥ教

は神 に舞 踊 を捧 げ る とい う特 徴 を もつ』(2)(中村 元)と

い われ, チ ョー ラ王 朝期(A. D. 10世 紀)に は タ ンジ

ョー ルの寺 院 に400人 ものdevadasis(神 に仕 え る踊

り手 た ち)が いた とい う記録 もあ る よ うに, 舞 踊 は

寺 院の 中で盛 んに行 な われ 発展 した とみ られ てい る。

また舞 踊の主題 はイン ドの二大叙事詩 『Mahabharata』
『Ramayana』 やA. D. 12世 紀に起 こ

ったVishnu神 崇拝

運 動(Vaishnavism)に ともない, Vishnu神 の化身で

あ る, Krishna神 へ の 信仰 を うたった叙事 詩 『Gita

Govinda』 な どの ヒン ドゥの 神話 や伝 説 か ら と られ, 

つ ね に神 々 との 関わ りに よって舞 踊 が展 開 され てい

る。

舞 踊の発展 はつ ね に階 級制 度 と関係 し, また地 域

や年 代 の差 とと もに, 異 民族 の侵 入 に よる影響 もみ

のがせ ない。特 にA. D. 8世 紀の イ ス ラムの侵 入 は宗 教

的相 剋 を もた ら し, 舞 踊 もそ の変 貌 を余 儀 な くされ

た。

イ ン ド古典 舞踊 の繁栄 が, その 後決定 的 な衰 微 に

むか ったの は, 1600年 東 イ ン ド会社 設立 に始 ま る英

国統 治 であ った。 ヨー ロ ッパ 人 と ともに渡 来 した キ

リス ト教 は, 俗 悪 な もの として イン ドの舞 踊 を鎮 圧

し, 一般 に19世 紀半 ば 以降古 典 舞 踊は衰 退 の一 路 を

た ど った とみ られ る。 しか しその後, 1905年 頃 か ら

の反 英運動, 20年 のガ ン ジー 等 に よ る非協 力 ・不 服

(3)

従運 動, 30年 頃 か らの イ ン ド各地 での独 立運 動 な ど, 

民族 意識 の高 揚 に よ って伝統 文化 が再 認 識 され る よ

うにな り, 従 来下 層 階級 の手 に あ った舞 踊 にバ ラモ

ン階 級のRukumini Deviら が たず さわ り, またE. 

Krishna Iyer, Vallathol, Menaka, R。Tagoreら め

ざめ た人 々に よって イ ン ド各地 に芸術 的 洗練 をもつ

舞 台 の舞踊 と して古典 舞踊 が復 興 され た。 イ ン ド古

典舞 踊 の地 域 的 な様 式 が今 日み られ る形 に整 え られ

て きたの は, 英 国統 治 を契機 として伝統 文化 の再 認

識 に至 る近年100年 の こ と といえ よ う。

(次 頁別表 参 照)

さて, 躍動 と変化 の統 一性 の 中 に精 神 的凝 集 を感

じさせ る イン ド古 典 舞踊 は, 大別 す る と, Bharata

Natyam, Kathakali, Kathak, Manipuri Dance, Odissi

が あげ られ る。 これ らは, 地域 に よ りそ の作 風 を異

に し, 他 文化 圏 か らの侵 入 に よる文化 の 混清 がみ ら

れ る北 イ ン ド系 に比べ, 南 イ ン ド系 では その影 響 が

少 な くイ ン ド古来 の文 化 を継承 して い る とい われ て

い る。
"BL

arata Natyam"は, イン ド原住 民 ドラヴ ィダ

人が居 住 し異 民族 の影 響が 最 も少 な い と思 われ るマ

ドラス を中心 に イ ン ド南東 部 に伝承 され てお り, 従

って舞 踊 に も, イ ン ド古 来 の伝 統が 継承 され てい る

と解 釈 されて い る。 舞 踊 の発展過 程 を述 べ る時, 「古

典」 とは い え現 行 の もの にその 直接 対 象 を求 め なけ

れ ば な らない今 日, チ ダ ンバ ラ ンのナ タ ラー ジャ寺

院(A. D. 13世 紀)に 現 存 す る108個 のKaranaの レ リ
(4)一フ は, す で に この時代 に お いて舞 踊技 術 の原型 の

確立 を示 唆 す る もの と して 注 目され よう。"Bharata"

とは, 表 現 の三 大要 素 であ る気分Bhava・ 施 法Raga・

拍節 法Talaの 第一 音節 の合 成 といわれ, "Natyam"

は, 踊 りと演 技 の組 み合 わせ を意 味 す る と して この

名称 の語 源 を持つ。 が, "Dasi Attam"す なわ ち, 

devadasisの 踊 り との別称 もあ り, この 点か ら もこ

の舞 踊が寺 院の 中で長 く育 成 発展 され, 寺 院 に関 わ

る宗教 性 の強 い舞 踊 であ る こ とが うか が え る。 今 日

では, その体 系化 された上 演様 式 に も, この舞 踊 の

特徴 の片鱗 を窺 うこ とが で きよ う。

同様 に, イ ン ド南東 部 オ リッサ地 方 に伝 承 され て

いる"Odissi"も, 寺 院 舞踊 と して の発展 をた どった

点 か らBharata Natyamと 同群 に加 える こ とが で き

る。
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〔別 表 〕
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一方, "Kathakali"は, 物 語 を意 味す る"Katha"と

音楽 を意味 す る"Kali"の 複 合語 であ り, 音 楽 を伴 っ

た舞踊劇 と解釈 されて い る。 演劇 を主 体 とした この

舞 踊は, ケ ラ ラ州 を中心 に イ ン ド南西部 に 伝承 され, 

その起 源は先 住 民族 と外民 族 アー リア人(紀元前3世紀)

の 舞踊 の結 合 であ り, さらに は舞 踊動 作 を伴 った寺

院 にお け る神 話や 伝 説 の朗 諦 であ っ た。 今 日, 野 外

舞 台で夜 間 を通 して 催 され るこの舞 踊劇 は, その驚

異 的化粧 法 と衣 裳 に表現 強 化が 為 され, K. Bharata

Iyerに よれ ば, ラ ンプ のほ の あか りの もとに"太 鼓

が新 時代 の到 来 を告 げ, 幕は暁 闇 の世 界 を分 け幕 の

後 で演ず る祈願 の 踊 りTodayamは 宇 宙 の力 の無 限の

作用 をあ らわす。 舞 踊 には何 の 背景 もない, 神 々の

時 間 と力 を超 越 した楽 しみ には 背景 な どあ りえな い

……現 実 に近 づ く一瞬 に幕 は払 い落 とされ, 次 々に

地上 の生 命の一 大 盛儀, 種 々相が 描 写 される♂ と述
(5)

べ てい る よ っに, イン ドに おけ る精 神世 界の運 動 表

出 の原点 をこ こに見 出す こ とが で きる。

イン ド北 西部 ジ ャイプ ール ・ニ ュー デ リー を中心

に伝 承 されて い る"Kathak"は, 踊 り手 が床 を踏 み な

らす こ とで話す とい う意 を語 源的 に 包含 して い るご

と く, そ の軽妙 なフ ッ トワー ク と回転 に その特徴 を

指摘 で きよ う。 しか し, この舞 踊 の発 展過 程 をた ど

る時, この地域 は た びた びの 異民 族侵 入の為, 必然

的 に舞 踊 に もその影 響 が お よぼ され, 特 に イ スラム

の侵 入. (B. C. 8世紀)に よ っては舞 踊 の主 題 ・音楽 ・上

演 形式 に も変形 を もた らす 結果 となってい る。 ま た, 

ム ガー ル王 朝時 に 宮廷舞 踊 と して の育 成 をみ るが, 

今 日で もその色 彩 を存続 させ てい る と思 わ れ る。
"M

anipuri Dance"は, イ ン ド南東 部 にあ た るア ッ

サ ム州 マニ プー ル地 方 の踊 りであ る。 この名 称 は地

名 に 由来 し, この地 方 のMeitei族 の踊 りに その起 源

を持 ち, フ ォー クロー的 色彩 を色濃 く持 ちつ つ伝 承

されて きた とい われ る。 独 特 の 円 筒 形 の優 雅 な 衣

裳 に よる流動 的 表現 は この舞 踊 の特 徴の一 つ とみ ら

れ よう。 ここで は, 芸 術 大学Santiniketanを 創 設 し, 

近 年 のManipuri Danceの 復興 に 活躍 した詩 聖R. 

Tagore (6)の名 を見の がす こ とは で きな い。

以 上, イン ド舞 踊 を語 るにお いて は, 上 記 に掲 げ

た もの のみ に と どま らず, イ ン ド南 西部マ ラバ ー ル

地方 のMohini Attamや その他Kuchipudi, Bhagvata

Meta Nataka, Kuravanji等 をは じめ, さ らに は諸部

族 の伝 え る舞 踊 もふ ま えて述べ なけ れば な らない で

あ ろ う。 が, こ こで は, ひ とまず 歴 史的社 会文 化 的

背景 の 中で淘 汰 されつ つ様 式 化 され, 芸術 的洗 練 を

持 つ と考 え られ る舞踊 か らの 古典性 を取 り扱か う も

の とす る。

II. イ ン ド古 典舞 踊 の技 術

1) 舞踊運 動 の原 素-運 動 の 単位-

舞踊 運動(舞 踊 の表現 にかか わ る身体 行為 のす べ

て をこ こでは 一応 舞 踊運動 と総構 した)の 最 少 の単

位 を何 に 見出 し, その全体 としての 形成 を どうみ る

か は, 舞 踊 の 形式 と象徴 をみ る上 に, 誰 で もが探 知

したい課 題 で あ ろ う。

これ らの 問 に対 して, イ ン ド古典 舞 踊 は, そ の答

の一 を内臓 して い るのに気 付 く。即 ち, イ ン ド古典

舞 踊 で は, 身体 の個 々 の部 位が, 舞 踊 技術 と して可

能 な限 りに細 分 化 され て い るの をみ るか らで あ る。

〔表1-1.〕

『The Dance in India』 に よ る
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例 えば, Kathakaliで は, 墨, 昼, 首 と細部 の表

現 行為 が分化 し(表1-1), 更 に片 手両 手 の基本 的 な

手 の語 りを もって, いわ ば 坊 タカ リ言語"を 形 成

す る象徴 的 な表 示 が あ る(表1-2)。L. Bruhl(7)の 語

る原 始心 性 手 が心 の一 部 を形づ くるほ ど, 心 と
一致 して いた, 手 な しで は考 え るこ ともなか ったで

あ ろ う にみ る思 惟 と手 のつ なが りは, こ こでは, 

月, 世 界, 鳥, Shiva神 等, 大 自然の大 地 とそこに

生きた人と人, 人と神々, 即ち, 実生活と人々の心

に生きた超越的存在を表象して分化している。例え

ば, E. Bhavnaniの 収 録 分 類1)で は, Katakali舞 踊

劇 中の手 ぶ りの使 用 は, 固有 名詞 で は, 「Brahma,

Vishnu, Shiva」 名詞 では, 「木, 女 性, 世 界, 鳥, 

孔雀, 星, 月」, 動 詞, 副詞, 前置 詞 では,「…で ある。

あ の, そ こへ, 触れ る, 見 てい る, 否, こ こへ, と

共 に, 歩 いて い る, 語 る, 下 さい, 知 る, 住 んで い

る, 愛」, 形容 詞, 名詞, 抽象 名詞 で は 「金, 微 風, 

色, 汚 れの な い, 夜, 音, 歌, 心 臓, 思 考, 幸福 な, 

美 しい, 平和 」 がみ られ, その片手 または 組合せ の

手ぶ りに よって 「単 語記号word-signs」 として ドラ

マ テ ィ クな表 現法 を形成 して い る と記 して い る。 今

日では, 古典 教義 書 につ なが るすべ て の手 ぶ りが現

存 して い るわけ では な く, その表意 的性 質 も失 いつ

つ あ る とい われ るが, その運動 表象 と して の特性 は, 

イ ン ド古典 舞 踊 の表現 特性 と して舞 踊 を性 格 づ け る

単 位 をな してい る こ とは 人々 の容認 す る とこ ろであ

ろ う。

舞 踊運動 に表情 を もた らす単位 として更 に顔が あ

げ られ る。Kathakaliで は, その役 割 は特 に顕 著 で

あ る。 特定 の顔 型 は特 定の タイプの 人物 を表 わす19)

即 ち, '顔 を黄 色 っぽ い ピン クで塗 り, まつ毛, 眉毛

に黒軟 膏 をつ けて 眼 を大 きくし, 唇 を赤 く塗 るminuku

は, ふつ う女性 の 登場 人物や 賢者 に用 い られ, 緑 色

顔料 で塗 り, 顎 か ら顔 の下方輪 廓 を白いchutti(米 粉

と石 灰 の 混合物)を 溝 彫 りの線 をつ けて, つ き出 る

よ うにつ け るpachchaは, KrishnaやRamaな どす

べ て の英雄 や著 名 な王 た ちめ よ うな高貴 な 人物の メ

イキ ャ ップで あ る。 他 にkathi(魔 王や 悪役), tadi

(悪魔や グロ テス クな, また, 強 力で恐 しい人物 は赤

tadi, Hanumanの よ うな善 良 で強 い存在 は 白tadi, 

森 の住 人や 部族 は 黒tadi), kari (女悪魔)な どが あ

り, これ らは また特 有 の衣装 を もつ とい う。主 と し

て 男性 に よ って演ぜ られ るKathakaliが その 美 しい

寓 話 と道徳 的教 訓 を語 るため に は, これ らの 強烈 な

表現 単位 を必要 と した こ とは容易 に うなず け る。 し

か し, -顔 は他 の諸地 域 の古典 舞踊 の 中に も表現 の単

位 として生 きてい る。 即 ち, イン ド古典 舞 踊 に共有

され る三 大構 成 要素(表II)の 感 情 を表 象す る部分

nrityaで は, 顔 の表 情 を伴 い, 表 情 は全 身 を感 情 で

〔表1-2.〕

『The Dance in India』Enakshi Bhavnani著 に よ る

〔表II〕

『Indian Dance』R. Massey, R. Singha著 に よ る
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み た して動 き を リー ドし, 主題 の情 調 を出現 させ る

こ とにな る。 これ らのnrityaが, 特 定 の意味 を伴 わ

ない韻 律 の 足 さば き と動 き, 即 ちnrittaの パ ー トへ

と対比 的 に続 く構 成は, イ ン ド古典 舞踊 の代 表 的 な

美 的性 質 とみ な され るが, 表 現 の部分 的 な単 位 「顔 」

の用法 にす でに<有 意 味一無 意 味>の 二 元性 とそ の

連 続 を予 見 させ て い る と認 め られ る。 能 の面 と直面

に比す と き, その仮 面 の世 界の ひ ろが りは, イン ド

古典 舞 踊 にお いて は眼, 眉, 表 情 を技術 化 し, い わ

ば 仮面 化 して, 超 越的世 界 をひろげ たの で あ り, 化

身 の技 法 をつ く りあげ た とみ られ よ う。長 時 間 を要

す る とい うメイ ク ・ア ップ の過程 は, 顔 をつ くる準

備 と して では な く, その時 間の 中に 演者 が化 身す る

時 間 であ り, 顔 は演 ず る内 を外 か ら醸 成 して, 橋 懸

りの 出に そな え る とみ る こ とも可能 で あろ う。

更 に, イ ン ド古典 舞 踊につ いて, 舞 踊 の単位 を求

め る とき, その古典 的典 拠 にKaranaを みなければな

らな い。Karanaは, 舞 踊の動 きの基礎 とな るアル フ

ァベ ッ トと解 され る動 きの原 姿勢 で あ り, B. V. Naidu

らによるNatya Shastraの108のKarana(10)の 解 釈 か

らは, (表III), 屈 曲の姿 勢 を母型 と しなが ら, 爪 立

ち, 反転 し, 振脚 し, む しろア クロバ テ ィッ クな支

配 に まで及ぶ 舞 踊運動 をみ る こ とが で きる。 内気 な

美 しい(Karana 3)感 情 か ら, 嫉 妬(K. 4), 追従

(K. 9), 優 越 感(K. 23), 激情(K. 27, 28), 戦 い

(K. 16), 楽 しみ, 驚 き(K11)な ど, 種 々 な感情

の性 質 を含み, 日月, 風 雨 な ど 自然 の表 象, 更 にVeda

の神 々や 土着 の信 仰 との混 合 の 中に数 多の 物語 を展

開 した古典舞 踊 の原像 を この最 少の運 動単 位Karana

に集約 して い るか にみ え る。

これ らの舞 踊運動 の最 少単 位 と して のKaranaは, 

文 献上 か らは, 表 意 と表象 を類 別 しない, 具 象 と抽

象 を分 化 させ な い, いわば動 き と意 味 の二重 の性 格

を擁 して単 位化 され てい る とみ られ る。 これ らは, 

運 動 技術 を内 な るイ メー ジ と一 応 き りはな して 成立

させ る西 欧に対 して, その生 誕 の 当初か らイ メー ジ

を内 包 した運動 と して単位 化 され た原素 と して 注 目

され る。

2) 舞踊運 動 の構 築 ・組 成 一 運動 の全 体性 一

舞 踊運 動 の最 少単位 を ど う組成 す るか一 その運動

の連 続 構築 の 中 で, 舞 踊運動 の表現特 性 は 強化 さ

れ, 種 々 な味 わい を表 出す る もの とな る。 先 にみ た

種 々な単 位 は, この全 体性 の 中 で, は じめ て単 位 と

しての独 自の 働 きを出現 させ る ともいえ よ う。

イ ン ド古典 舞 踊は, 文献 上 に は, その組 成 の しか

た に明 らか な用法 が記 され て い る。 即 ち, 2つ のKa-

ranaが 集 って, 一つ のMatrikaと な り, 3～4のMa-

trikaが 組み あ わ されて, 一つ のAngaharaが 導 き出

され る。 例 えば, Angahara Aksipta("撒 き散 らす"

の意)は8つ のKaranaか ら成 り立 つ とされ るll)(表

IV)

これ らの古典 にみ る組 成 の形 式が, 今 日 も原 型 を

とどめて い るこ とはむ ずか しい。 しか し, 人々 は こ

の 原型 に近 く実 践 しうる型 としてKaranaと 同 じよ う

な基本 的 ポー ズSthankaを もつ姿 勢 の組 合せ の フ レ
ー ズAdavusと, その組合 せAdavu-jatiを 作 り, そ

れ らにフ ィナー レthirmanaを 加 えて しめ くくるは こ

び をつ くって い る2収 録 した映像 の分 析(K. R. Sa-

mson演, 表V)か らは, 明瞭 な区切 りを もって踊 り

〔表III〕

『Tandava Laksanam』 の 著 者B. V. Narayanaswami Naidu他

に よ る解 釈 -Natya ShastraのGaskwad版-

()の 訳 は 筆 者

〔表IV〕
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進 め られ る, い わば 「段 形式」 と名 づ け るにふ さわ

しい構築 の性 質が 見 出 され る。 また, 足 さば きの記

譜(Krishna Veni演, 表VI)か らは, 前述 の イン ド

古典 舞踊 の三 構成 要素nritta, nritya natyaの 連 続

を, その 特有 の踏 み 足の リズムの抽 出に よっ て察知

す るこ とが で きよ う。

緩 徐 な踏み 足か ら急速 に細 か く追 いあ げ られ る序

破 急の 足 さば きは, いわ ば単一 な"踏 む"足 技 を, 
一連 の まとま り感 に構 築 す る独 自の技 術 とみ な され

る。 急 速 な 流 れ る よ うな 動 き の 妙 技が特 色 とな る

Kathakで は, その 足 さば きtatkarの 複雑 な技法 は, 

nrittaの 強 調 され た舞踊 として際 立 って い る とい わ

れ る。 ともあれ, 舞 踊運動 の 三つ の質 を醸 成す る構

築組 成 の しか たは, 先に も述 べ た よ うに, <有意 味 と

無 意味> <感情 と感覚> <語 り と踊 り>を 対 比 し, かつ

相互 に牽 引 しあい なが ら観 る 人々 を融 か し, その陶

酔 の中 に 人々 を誘 な う もの となって いる とみ られ る。

更に, 各地 域 の古典 舞 踊は, 舞 踊性 のつ よい もの, 

リズム 中心 の踊 り, 劇性 のつ よい もの, 叙情 的な優

雅 さな ど, 広大 な大 陸 の地域 的 色彩 を際 立たせ なが

ら, その形 成 の基底 に は, 女性 的優 雅 さを示 すlasya

と男性 的 力強 さ を示 すtandavの 二 方向 を強化 す る美

的感 覚 を共有 しで い る。生 得的 な性 差に加 えて, 舞

踊 が成長 した年代 の理 想像 の 反映 した 美的形 成 とも

み られ よ うか。

また, これ らの舞 踊運動 の 形成は イン ド音 楽 の リ

ズムtalや 旋 法raga, 詠 唱 と切 り離 しては考 え られ

な い。 足 さば きか ら生れ る鈴 の音 と無音 の間 は, そ

れ を第1に 象徴 す る と感受 され る。

〔表V〕VARNAM (2)

(6) □ 上中測脚しし, 下口億昆吻し(陥三帥緊2)
□ 上重凶喝八, 下紘飼函呼 (リズンアメ)
■ 上直(伯飼) 凶真尼弗
□ う く■ 中飼心

100/103cm 183/cm梶錐

〔表W〕VARNAM (1)(15砂 中の一 部分, 収録; MADRAS)

(記号)

〔写 真1〕Hanuman

(1971, 松 本 写, Kathakah)
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III. イ ン ド古典 舞踊 の象 徴 性

上演 と様 式

祭式 と して登場 した舞 踊が, 必然 的 に端正 な形 式

を整 え るの は東西 を問 わな い。 イ ン ド古典 舞 踊 の成

立 も当然神 に捧 げ る儀 式性 の形 式 ・様 式 を存 続す る。

例 えば, Kathakで はGanesh神 へ の挨 拶 と捧 げ物

では じま り, Kathakaliで は, ドラム奏 楽, Kali-

Kottuに 始 ま り, 幕 は下 ろされ た ま ま宗 教 的儀i式一

Suddha Madalaが うづ き, 祈 りの舞 踊todayamが 演

じられ る。Bharata Natyamは, これ らの精神 を, 最

も整 った舞 踊形 式 に組み こんで い る。(表冊)そ の今

(13)

日の上演 様式 をみる と, 先ず奏 楽には じまり, (1) Alla-

rippu ("花 で飾 る"の 意。)は 文 字通 り礼 拝 の は じめ

に 捧 げ られ る。 一般 的 に は朗諦 に対 応 し, ゆ っ くり

した動 きで 入 り, 次 第に足 さば きの速度 を増 し複雑

化 し, 高 速 のthirmanaで 終 る。図1の 分 析 にみ るよ

うに, 常 に 中心 に回帰 す る左右 相称(図2)の 技 法

は, 厳正 ・端正 な祈 りの姿 勢 と通 じ, イ ン ド古典 舞

踊 の技法 の 中核 をなす と認 め られ る。(2) Jatiswaram

ぽ, リズム ・パ ター ンjatiと 伝統 的 な メ「ロディswaram
'で構 成 されて お り, 精緻 な技法 を も

って純粋 舞 踊が

展 開 され る。(3) Shabdamは 演技 的 な重 点 を もつ叡 情

詩形 式 で聖 な る伝説 ・物 語 の テーマ が, 7拍 の拍 子

に の って, マ イム を用 いた情 緒 的演 技abhinayaに よ

っ て表現 され る。 こ こではBhava (気分) Raga (旋

法)Tala(拍 節 法)の 三 つ の表現 要素 に 出合 うこ と

が で きる とされ て い る。(4)Varnamは, Bharata

Natyamの 魂 と真 の意図 と形 式 をもった 高度 の完 成

の部 とされ, nritta, nritya, natyaが 駆 使 され, 舞

踊の頂 点 に到達 させ る。Varnamの 分 析(前 出)の 踏

足 の記譜 に は, その変 幻 の妙 を読 み とるこ とが で き

る-。

収 録 したKalakshetra(Madras)の 著名 な舞 踊手

Krishna VeniのVarnamで はTanjore寺 院の神, 

Brihadiswara神 を讃美 す る歌が 唱 われ て いた。

汝 に対 す る 私 の深 い愛 を

なぜ, 汝 は顧 み な いか

私 の信 頼の すべ て を 汝の上 にか けた

私 は汝 か ら分 れ るこ とに よって 起 った

悲 哀の 海に 沈 んで い る

お ・ 比類 な き人 よ!

〔図1〕Allarippu (1)

o-796 コマ

●-● 19コ マ
● (1sec)

〔図2〕Allarippu (1)

1563-1623コ マ

●-● 6コマ(1/3sec)
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すべ ての 罪に 対 し 私 を許せ

天使 の矢 に よ って 苦悩 す る私 に

憐 れ み を給 え …… (抄訳)

R. Deviは, 早 い リズム の足 さば き, 手 を用 いての

歌 の意 味 内容, 顔 と体 の繊 細 な動 きと旋律 を通 して

精神 的 な深 みに達 す る と解 説 して い る。(口 述)

(5) Padamは, 愛の 詠唱 の 中にや わらかに導 入 され る

パ ー トであ る。 流れ る よ うな身ぶ りと情 緒 的演 技の

中 に主 た る主 題, 即 ち折 り返 し句pallaviを 形 づ く

る行 を歌 い手 が何 回 も くりか え し, その度 に異 る表

現 を用 いて, 踊 り手 は イ メー ジを増 幅 させ る。 詩 的

なGita Govinda (Jayadeva作), クリシュナ の牧 歌的

な愛 の叙 情詩 は 多 くこの 中の主 題 となって い る とい

われ る。(6) tillanaで 上 演 は しめ くくられ る。 女性 の

ソロ を開 い たBharata Natyamの 最 終 演 目は, 最 大

に女性 の 魅 力 をひ きだそ うとす るか にみ える。 人間

の身体 を通 して, 動 きの極致 と動 き以上 の世 界 をつ

く り, 踊 りなが ら人間 を超 え て神に 近づ く。苦行 を

経 て 法悦 の境地 へ と希 った舞踊 の浄 化の 形式 を, 現

代 の 若者達(VIDYODAYA Higb School)は, 「こ

の象 徴的 な表現 が何 世 紀 も生 きつづ け たのは, 深 い
(14)

人間性 の 表現 と永 遠の 美 しさが あ るか ら」 と堂 け と

め て い る。

これ らの(1)～(6)の 段 階 は, Sloka (聖 詩) の 朗舗 の

形 を とった謝恩 の祈 りで終 る とされ て い る。

前述 のK, B. lyerの 言に み る よ うに, 舞台 は宇 宙

の 中 に誕生 した世 界 を表 わ し, 舞台 を照 らす ランプ

の 炎 の大小 は, 太陽 と月 を象徴 し, 響 き渡 る太鼓 が

新 時代 の 到来 を告 げ る。 幕 は暁 闇の世 界 を分 け, 超

越 的存 在 としての神 格 と生 命 を, 一 度 は知 覚 をこえ

た未知 の虚 空 にお き, 人間の 手 で掲 げ る幕が払 いお

とされ る時 か ら, 地 上 に 人 と神 との交 歓 す る盛儀 が

は じま るKatbakahの 上 演 は, 時に悪 意 にみ ち た復

讐 の笑 い を聞 き, 時 に理 想 を追 求す る英雄 に 声援 し, 

愛 の語 りに共感 す る, 現 実 と変幻 す る世 界の 二重 を

観 る壮 大 な様 式 をつ く りあげ て い る とい え よ う。 そ

れ らは, 今 日の 舞踊 上演 の根 源 をあ らため て潮 り観

る もの で あ り, 「祭式 か ら記録 」(From ritual to Re-

cord) へ進 ん だ今 日の ス ポー ツ と対比 し, 「祭式か

ら表 現」 へ変 貌 した道程 とその変 幻 の本 質 を感 知 さ

せ る もの であ る。

この よ うに考 察す る とき, 1) 舞 踊運動 の単位, 2)

舞 踊運動 の構 築組 成 は, 単に 部分 が構築 され る全体

と してでは な く, む しろ部分 が全体 を吸収 してい る

象徴 的単 位 であ り, 全体 は それ らの もつ<有 意 味-

無意 味><語 り-踊 り>の 小宇 宙 を, 種 々 の寓話 や物

語の世 界に適 合 させ て新 しい 意味世 界 を招 来 させ る・

とみるべ きか もしれ ない。karana-matrika-angahara

は, それ 自体 で, あ る完結 を もつ 舞踊世 界 を出現 さ

せ る組成 と して, そ の意義 を再 認 すべ きでは あ るま

いか。

さて, 詩歌 と ともに, 人々 は生 きる哲 学 を 「か た

ち」 あ る もの に形 象化 して いた こ とも見逃せ な い。

イン ド古典 舞 踊の 精神 は, 南 イン ド青 銅時 代 に遺

された 多 くのSbiva神 像に その象徴 の一 つ を見 出す。

D. Freyは, 「イ ン ドの左右 非対 称形像 は, 舞 踏 的な

躍動 と変化 に とむ釣 合の 点で, あ る種の 軽快 さを持

って い る。 けれ ど もそれ は地 面 を離 れ ては浮 び漂 う

こ ともな く, 西 欧 中世 の もの の如 く垂直 的 な運動へ

の傾 向 を もって もいな い。 それ らの動 きの基 本形 式

は 静 止 した中心 の周 囲 を廻 る円環 であ り……運 動 の

波 は渦状 バ ラ模 様の 如 く, そ こか ら流れ 出 し拡 が る」

特 質 を もち, 「円環形 こそ凡 ゆる運動 の 原形式 」とし

て 「運動 の 自らな る流露作 用」 をもた らす とみ る(15)。

内的 な収 敏 と外 的 な放 散 の連続(図1に 示 した最 少

の単 位の 運動 の 中に もみ られ る)が 人々 をして忘我

陶酔 と超 越的 存 在 との同一 化 を もた らす作 用 を なす

とみ な され, そ の運動 の 回帰的性 質 は, 構 築 ・組成

の形 式に お いて も, 常 に<情 緒 的演 技2律 的 運動>

の 回帰 の形式 として 成立 し, mudraで 語 られ る劇 中

人物 の感 情 の核 は, 次に は こば れ る急速 な踏 足 の瑠

壺 に溶か され, 煮 え渡 って, <語 り と踊 り>の 相 互 を

保障 しつ つ舞 踊 の躍動 を精 神 を内包 す る象徴へ と昇

華す る。 それは, す でにみ て きた よ うに, 人間の実

生活 の 中の愛 や 力強 さ, 権 誘 ・術策, また, 献 身 な

どを織 りな しつつ, 諸 々 に化身 す る神 格 に一体 化 し

て, 人間 の理 想像 が投 影 され る もの とみ な され よ う。

それ は, Shiva神 像Nataraja(16)の 四本 の手(創 造 と

破壊, 恐 れの な い存在)・二 本の 足(邪 鬼 を踏み しだ

き祝 福 を授け る)に 代 表 され る破壊 と創造 の輪 廻 で

あ り, いつの 時代 も人間の欣 求 した超 自然の存 在 と

人 とを結 ぶ, 新 しい転 生の 象徴 として, イ ン ド古典

舞踊 の劇 的形 式 を約 束 してい る とみ え る。 い わ ば, 
"言 語 な き ドラマ の形 式"で あ り, 古典 バ レエ の 中の

マ イム部分 と踊 り部分 の関係 とは明 らか に異 る構造

をもつ。 解説 的 記号 につ ゞき, 次の踊 りをは こぶ と

い う併 立 関係 で はな く, その精神 の 内包 と象徴 の た

〔写 真II〕Shivaの 神 像-Nataraja
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め に, 舞 踊 が必 然的 に もたなけ れば な らなか った運

動 形 式 として, 表意 と表 象 は, 光 と影, 内 と外 の よ

うに相乗 して働 き, 意 味 を内包す る動 きの溢 れ奔 っ

た 流れ として, <ドラマリ ズム>の 回帰形 式 を も

た ら した とみ たい ので あ る。

これ らの 運動 と象徴 の特質 は, 舞 踊 と思 惟 の世 界, 

娯 しみ と祈 りの世 界 を切 り離 す こ とな く動 乱 の星 霜

を経 なが ら も, 民族 の意 識 の 中に生 きて舞踊 を存 続

させ た一 つ の鍵 とみ るこ と もで きよ う。 ひ るが え っ

て, 演 技が あ り, 感 情が 高 ま って舞 い とな る とい う

日本の 古典 の舞 踊 の形式 に も通 じるこれ らは, 西 欧

の近 代合 理性 に立つ 運動 の組 織化<動 機-楽 句-楽

節……に み るよ うな>と は次 元 の異 った もう一 つ の

表現 世 界 を出現 させ る始 原 の型 ともみ られ るの であ

る。 ともあれ, これ らの<ド ラマ2リ ズム>の 回帰

形式 が, 形 式 として 同一 基底 を保 ちつ つ, 諸々 の神

格 の, しか も多様 な化 身 とその 多様 な物語 を一 つ の

形式 の 中に擁 して きたの は事実 であ り, 注視 され る

べ きで あ ろ う。

運 動 と象徴 は永 遠 の可塑 性 を臓 して, 今 日 も探求

され る。 イ ン ド古典 舞 踊 にみ る運動 表現 の民族 的特

性 は, まだ神 秘 のべ 一 ル の 中に残 され て い る。 本論

は, む し ろその こ とを再認 す る手 がか り とな った と

いうべ きか もしれない。御 教導 を侯 ち今 後 を歩 み たい。

付, 舞 踊用 語の 一覧 表 は ここで は割愛 した。 第8

回舞 踊学 会報 告資 料 を参 照 され たい。

なお, 本研 究 は, お茶 の水女 子大 学大 学 院舞

踊教育 学専 攻 課程, 昭 和54年 度特論 として行 っ

た もの に基 いて い る。
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